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　　　　　４がつ 9 日

　　　　　　　じんせいでさいあいのじょせいをついにぼくはみつけることが
　　　　　　　できた。
　　　　　　　なまえをナナコという。
　　　　　　　かのじょはぼくのさいごのかのじょにふさわしい。
　　　　　　　これからいっしょにすごすために、
　　　　　　　いろいろとじゅんびをすすめていくことにした。
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　　　　  6 がつ 11 にち

　　　　　　あしたはナナコとのどうせいきねんびになる。

　　　　　　ナナコみたいなかわいいおんなのこがぼくのかのじょだなんて

　　　　　　ほんとうにゆめみたいだ！

　　　　　　これからたくさんのおもいでをいっしょにつくっていくんだね。

　　　　　　あしたむかえにいくのがいまからたのしみでしかたがない。

　　　　　　

　　　　   6 がつ 12 にち
          
                    なきやまないナナコをくるまにのせるのはひとくろうだった。　　　　　　　　
　　　　　  つきあって６３にちになるというのにまだまだてれやさんだなあ。
　　　　　  そんなところもいとおしい。
　　　　　  せいふくすがたもかわいらしいがナナコには
　　　　　  うまれたままのすがたがやっぱりいちばんにあっている。
  　　　　　さっそくあいしあいたいところだが、
　　　　  　あまりにもはずかしがるのできょうはいったんやめておこう。      
 　　　　　 じかんはたくさんあるのだから。
  　　　　　

　　　　　６がつ 13 にち
　　　　　　　 

　　　　　　　いちにちじゅうナナコはないていた。

　　　　　　　なにをそんなになくことがあるのだろうか。

　　　　　　　くちをふさいでいるからそとになきごえがもれるしんぱいは

　　　　　　　ないが、ずっとなかれているといいきぶんはしない。　　　　　　　

　　　　　　　すこししつけるひつようがあるみたいだ。

　　　　　　　ナナコ、きみにはきたいしているんだよ。

　　　　　 　どうかいままでのばかでおろかなおんなたちとおなじには
　　　　　　 ならないでくれ。
　　　　　　 あいしてるよナナコ、ずっといっしょにいよう。

　　　　　　６がつ 14 にち
　　　　　　　
　　　　　　　なんてきょうはすばらしいいちにちだっただろう！
　　　　　　　あいするナナコとぼくはついにひとつになったんだ！
　　　　　　　あいしあっているときのきみのそのかお、からだ、かおりの
　　　　　　　すべてがぼくをくるわせる。
  　　　　　　 これからもまいにちこんなよるがまっているのかとかんがえると
　　　　　　 こうふんがおさまらない。
　　　　　　   さいしょははずかしがっていたナナコだったが、
  　　　　　　 さいごはぼくにみをゆだねてくれていた。
  　　　　　　 こんなにしあわせなことがあっていいのだろうか !
  　　　　　     あぁかみさま！ぼくとナナコをであわせてくれて
  　　　　　　 ほんとうにありがとうございます！
  　　　　　　 これでやっとほんとうにナナコとぼくはむすばれたんだ！
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　　　　　８がつ 3 にち

　　　　　　ナナコとどうせいしてしばらくたったが
　　　　　　いつまでたってもなきやまないのでいかりにまかせて
　　　　　　なぐってしまった。
　　　　　　はなからはぼくがすきなきれいなあかいろがしたたりおちていた。
　　　　　　ナナコはみためだけでなくからだにながれる ち まで
　　　　　　いきをのむほどうつくしい。
　　　　　　ち をなめとったがていこうはしなかった。
　　　　　　きみはいままでのおんなたちとはちがう。
　　　　　　しぬまでいっしょにくらそう、またまちがいをおこしたら
　　　　　　そのたびにぼくがただしてあげるからね。

　　　　　８がつ４にち
　　　　　　
　　　　　　きのうしかってあげたからか、きょうはやけにすなおだった。
　　　　　　ぼくのおかげでナナコはかわったんだ。
　　　　　　いままでくちにはりつづけていたてーぷとうでにつけていた
　　　　　　なわをとってあげることにした。
　　　　　　すこしずつだがぼくとかいわもしてくれている。
　　　　　　くちもとがみえるナナコはいつもよりもすてきにみえて、
　　　　　　ついよるまでまてなかった。
　　　　　　あいもふかまったことだし、これからはちゅうやとわず　　　　
　　　　　　あいしあうことにきめた。
　　　　　　まいにちがこんなにもたのしくかんじるのは
　　　　　　うまれてはじめてだ。
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　　　　　　11 がつ 16 にち

　　　　　　　あさになるとナナコのあしのゆびには
　　　　　　　きのうほどのかがやきはなく、ところどころちゃいろく
　　　　　　　にごってしまっていた。
　　　　　　　いちどしかみられないとおもうともったいないので
　　　　　　　きれいなあかいろにもどるまでひっかいてやった。
　　　　　　　そうなると、てのゆびのつめがはだいろなのがきにくわない。
　　　　　　　ゆびのつめもはいでみると、てからもあしからも
　　　　　　　あかいろがくまなくながれつづけていて、
　　　　　　　まっかなあまにきゅあをぬっているかのようだ。
　　　　　　　とてもにあっている。

　　　　11 がつ 15 にち　

　　　　　うらぎられた。
　　　　　ナナコはぼくをうらぎったんだ。
　　　　　すこしいえをあけたそぶりをみせたら、
　　　　　あしをしばっていたなわをほどいてまどからそとへ
　　　　　にげようとしていたのだ。
　　　　　まどにいたをうちつけておいてせいかいだった。
　　　　　ぼくはナナコをためしていたんだよ。
　　　　　すこしなわをゆるめてみたらすぐにきみはここから
　　　　　にげだそうとしたね。
　　　　　そんなことはさせない。
　　　　　もうにどとここからにげようとかんがえないように、
　　　　　ななこのあしのつめをはいでやった。
　　　　　いちまいずつ、ゆっくりていねいに。
　　　　　いたみにたえるナナコのかおも、あしのゆびから
　　　　　ながれでる ち もとてもきれいだった。
　　　　　うらぎられはしたが、やはりナナコのすべてが
　　　　　くるおしいほどにいとおしい。
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　　　　　１がつ 22 にち
　　　　
　　　　　　ナナコがまちがいをおかすことが
　　　　　　このごろようやくへってきた。
　　　　　　ぼくのりそうのかのじょになるまでだいぶじかんを
　　　　　　とられてしまった。
　　　　　　ナナコがまちがいをおかすたびにしつけていたせいか、
　　　　　　いつのまにかからだにはきえないあざが
　　　　　　なんこもついてしまっていた。
　　　　　　かわいそうなきもするけれど、しょうじき
　　　　　　ぼくがつけたいろがナナコのからだをそめていると
　　　　　　かんがえると、どうにもこうふんしてしまう。
　　　　　　いまだにえがおをみせてはくれないが、
　　　　　　なんどもしつけていればいずれみることが
　　　　　　できるだろう。
　　　　　　
　　　　　　ナナコにであえて、あいしあうことまでできて
　　　　　　ぼくはほんとうにしあわせものだ。
　　　　　　これからもこんなしあわせなひびがつづくことを
　　　　　　こころのそこからねがっている。
　　　　　　しぬまでこのへやでいっしょにくらしていこう。
　　　　　　ナナコ、あいしているよ。
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　　　　　3 がつ 19 にち

　　　　　　こんなにとつぜんわかれがくるとはおもってもみなかった。
　　　　　　どうやらぼくがでかけているあいだに
　　　　　　したをかみきってしんだらしい。
　　　　　　ゆかにはたいりょうの ち がこぼれていたので
　　　　　　すべてなめとっておいた。
　　　　　

　　　　　5 がつ 24 にち

　　　　　　きょうぼくはあたらしくかのじょになるじょせいを
　　　　　　みつけた！
　　　　　　ナナコがなくなってからずっとこどくなひびを
　　　　　　おくっていたが、それももうおわりだ！
　　　　　　これからまたいっしょにくらすじゅんびを
　　　　　　すすめていかなければならない。
　　　　　　いそがしくなるが、しあわせのために
　　　　　　またいちからがんばっていこう。
　　　　　　すらりとしたせたけにともだちとはなしているときの
　　　　　　たのしそうなこえ、かわいらしいかおだち、、、。
　　　　　　あたらしいかのじょのなまえは さあや だ。

　　　　３がつ７にち
　　　　　
　　　　　ナナコがしんだ。
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　　　　３がつ 16 にち

　　　　　さんばんめのかのじょ、みおがしんだひ。
　　　　　ぼくとあいしあうことをなんどもこばむので
　　　　　かみをつかんでかべにうちつけていたら
　　　　　しんでしまった。
　　　　　あんなにたくさんのきれいなあかがとびちるこうけいは
　　　　　どんなけしきよりもうつくしかった。

　　　　10 がつ 11 にち

　　　　　よんばんめのかのじょ、ゆうかがしんだひ。
　　　　　ぼくのかのじょたちはぜんいんかわいらしい
　　　　　みためをしていたが、そのなかでも
　　　　　いままででいちばんびじんなかのじょだった。
　　　　　ゆうかのもつすべてがほしくなって、てあしを
　　　　　せつだんしてみたらうごかなくなってしまった。
　　　　　いまもれいぞうこのなかにほかんしてある。

　　　　2 がつ 12 にち
　　
　　　　　はじめてのかのじょ、あかりがしんだひ。
　　　　　なんどいってもなきやまないので
　　　　　はらがたってくびをおもいきりしめたらうごかなくなっていた。
　　　　　のどがはねるかんしょくがここちよかった。
　　　　　あのかんかくをぼくはいっしょうわすれないだろう。

　　　　12 がつ３にち　

　　　　　にばんめのかのじょ、まなかがしんだひ。　　　
　　　　　いうことをきかないのでふろばにしずめて
　　　　　ほうっておいたらしんでしまっていた。
　　　　　かなりしょきのだんかいから
　　　　　こみゅにけーしょんがとれていたのでもったいない。
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